「子宮頸がん合併妊娠」の患者との関わりを通して ～患者の意思の尊重と医療者としての想い～ by 五百路 夏生
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Ⅰȅ͉̲͛ͅ
　子宮頸がんは20～ 30पయの੫性における悪性ਆ
នᑋ患ၚ１պであり、妊娠・੄産の高齢化で、悪性
ਆនの中で妊娠に合併することが最も多い。1Ī…また、
妊娠੝期の検査でがんスクリーΣϋグを行うことも
あり、子宮頸がん合併妊娠は௩加߹向にある。
　がんと診౯された妊ິは、妊娠の継続・੄産・育
児と治療や療ူાਫ਼の஖఼など様șな意思ࠨ೰がも
とめられ、看護師は意思ࠨ೰を行う患者のྸいや想
いを受けগめて঑えていくຈ要がある。2Ī
　以ஜ、妊娠੝期に子宮頸がんと診౯された妊ິを
受け持ち関わっていた。患者自૸がྦྷ間療法も૞じ
ていることや、子育てを࿹୶したいという思いがޑ
く、治療をするかྸっている状況であった。その中
で、治療のຈ要性をდしۑめていたが、最ਞ的に治
療がຈ要な状況にもかかわらずݵ๛された。
　そこで本事例では、妊娠੝期に子宮頸がんと診౯
された妊ິに対して、患者本人も治療に対してේん
でいる中で看護師としての୊ڥけなどの対応や、最
ਞ的に治療をݵ๛したषの看護師としての思いのഥ
え方や気持ちの整ၑのॽ方などを૦り༐り、ه題を
明確にする。
Ⅱȅম例તٚ
対　　象：фঙ　36प　੝産
ܡ ؉ Ⴄ：アトάー性アτルΆー
家族構成：夫（54）　　と２人༥らし
　　　　　県外ၗോ在ਯ　　
　　　　　実ၰ親他界、߻೵とはம׿状態
職　　業：ྦྷ਽を自営業、さとうきびऩ෽
診 ౯ ྴ：子宮頸がん合併妊娠
ス ι ア：ŤŭŢŴŴԉ、ΩϋΙ：CIS2
Ⱥম例෸ࠊȻ
ˍȅව院͈́͘ࠐً
　妊娠੝期の子宮頸がん検査でୈ査がຈ要となり、
妊娠25਩で当院をતٚされ受診、検査の結果「子
宮頸がん合併妊娠」と確೰する。妊娠29਩より管
ၑ目的にて当院入院となる。
ˎȅව院ಎ͈ࠐًȁȡළૡಎȡ
　入院後、検査を再度行う。妊娠中は症状悪化する
ことなく経過。本人・夫・主治医・ŏICŖ医師も࢐
え࿂౴を߫り༐しながら、治療の方針・ೱؐ切開
の時期をࠨ೰。34਩でೱؐ切開を施行する。児は
ŏICŖへ入院。
ˏȅව院ಎ͈ࠐًȁȡॲ᫭ȡ
　再度検査を行い、やはり治療がຈ要な状況であり
ȶঊݠᴢ̦ࣣͭ໵ළૡȷ͈ۛ৪͈͂۾ͩͤͬ೒̱̀
ȡۛ৪͈փএ͈ఄਹ͂֓ၷ৪̱͈͂̀ே̞ȡ
　五百路夏生　　
沖縄赤十字病院　看護部
要কȇ娠੝期に子宮頸がん合併妊娠と診౯をうけて2Ĺ਩より管ၑ入院をしていた。…ೱؐ切開を行い治療
開ইの時期やຈ要性を、主治医を࢐えながら௖౴していったが、最ਞ的に本人はྦྷ間療法を૞じ治療を
ݵ๛された。その関わりを૦り༐り、૞ှ関߸の構ಃのຈ要性や、患者の意思の尊重などの看護につい
て考ख़した。
΅ȜχȜΡȇ…子宮頸がん合併妊娠、ྦྷ間療法、意思の尊重、医療者の想い
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治療をすすめるも、ྦྷ間療法をབみ、育児を࿹୶し
たいという思いがޑく治療をݵ๛。産᫭1Ĺ日目に
母子ともにప院となる。
Ⅲȅ看護ജٳ
ˍȅۭࢌ࿚ఴ
　ɔ１　๱効果的治療ْࠗ管ၑ
ˎȅ࿒ດ
看護目ດ：本人がොංし、治療に४加することが
できる
患者目ດ：自分の想いを表੄し、病気について考
えることができる
ˏȅۭࢌْࠗ
　༆ঞ１४ચ
Ԉȅ৘ঔ̤͍͢ບث
　༆ঞ１४ચ
ԉȅࣉख़
　意思ࠨ೰を行う患者はܛབやྸいなどໝ雑な気持
ちを༴いており、看護師は日ુの関わりを通して気
持ちや想いを෤՜し、患者が自分の想いにしたがっ
て行った意思ࠨ೰であるのかどうか知ることがຈ要
である。今回˫さんとの関わりでも、受け持ちや妊
娠・分娩・産᫭の指導などを通して関わっていく中
で૞ှ関߸をಃいていき、治療に対するई၄や動
ဝ、児に対する愛಍などの本人の正ೄな気持ちを໳
き、ةがຈ要か考えることができた。これより૞ှ
関߸をಃいた中で患者のளೄな気持ちを֨き੄すこ
とが、そのസ度どのような関わりが良いか考えるこ
とにつながると感じた。
　またଳઔらは「患者がどのような意思ࠨ೰をして
も、看護師は自分の価౵۷にとらわれることなく、
その患者の意思ࠨ೰を尊重して঑えていくຈ要があ
る」と੆͓ている。本事例では患者が以ஜより૞じ
てきたྦྷ間療法と同時に治療を進めていくことをഥ
え続けたが、最ਞ的には患者の想いを尊重し治療に
は至らなかった。˫さんとの関わりの中、「治療を
ۑめることは˫さんの気持ちを๛೰することにつな
がるのではないか」「ྦྷ間療法を૞じることが本人
のୈ神的な঑えともなり、本人の気持ちを๛೰する
と૞ှ関߸も༲れるخ能性があるのではないか」と
いう思いがあり、最੝は治療をޑくۑめる୊ڥけが
੄ြなかった。しかし、୶෺から指導を受け、関わ
りを通し「˫さんに੩かってほしい」という思いと
ともに、医療者としてしっかりഥえる͓きことはഥ
えることも࿨ڬの１つだと感じた。その中でも治療
をইめるには患者の同意がஜ提であり、患者のどん
な思いも๛೰せず尊重していきながら関わることも
ຈ要であることを学んだ。また関わっている中で、
治療についてྸっている気持ちや、ई၄している思
い、感傷的になっている様子がうかがえた。入院生
活が長֨いたり、検査・治療を行っていく中で患者
さんの気持ちは変化していくものであり、本人の気
持ちの౲ٴを考えた上での関わり方がຈ要になって
いくことも学んだ。
　また、˫ さんはがん患者という立ાだけではなく、
母親という新たな࿨ڬをڕංする౲ٴでもあった。
このため病気のことだけでなく、「母඿をあ̬たい」
「઀さいときこそできるだけཌྷで子育てをしたい。」
という思いを持っていた。そのໝ雑な気持ちをၑٜ
しつつも、治療と໼行でできるだけ߃くで子育てし
ていける۪ޏをみつけていくこともຈ要だと感じ
た。
　今回の関わりの中でه題をࡉ੄すことができた。
本人の様子から夫の気持ちをೄ୪໳くことが੄ြな
かったが、夫の正ೄな気持ちを໳き、本人にഥえる
ことで本人の気持ちに変化があったのではないかと
考えられる。そして夫の考えやະ安を໳き、ະ安ࠚ
ࡘなどに努めるຈ要もあったと考える。また、入院
中は産科・ŏICŖスタッフのみの関わりであったが、
がんを発症したというໝ雑な思いに対しての関わり
方をがん認೰看護師に໳くことで։なる関わりもで
きたのではないかと考える。
Ⅵȅࠫࢊ
ɖ૞ှ関߸をಃいたうえで、本人の正ೄな気持ちを
֨き੄すことが大切
ɖ治療をݵ๛する本人の気持ちを๛೰しないも、医
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療者として治療のຈ要性はഥえていく
ɖ母親という立ાとがん患者としての想いをၑٜ
し、自૸を責めないようにഥえる
ɖຈ要に応じてスタッフ間でのૂ報共有が大切
Ⅶȅ৫ৃ
　本研究にご協力ೀいた˫さん、研究へご指導・੩
言をくださった୶෺スタッフの方、その他ご協力い
ただいた方șに感謝いたします。
֨ဥȆ४ࣉ文ࡃ
１ȅ井上　ဉ美他：病気がみえるӹ…ິ人科・඿ஏ
外科
２ȅଳઔ　ཻ֏子他：がん患者の意思ࠨ೰に関する
研究の動向とه題、߲෯保࠲学ܮ要　33、19Į2Ĺ　
2012
３ȅ渡༏美୷య他：意思ࠨ೰を঑える看護師の࿨ڬ
ڳ൥に関する看護ႃၑ的考ख़ȝナラΞͻήからの
࡛象学的方法による分ଢ଼、医療・生ྵとႃၑ・২
会３ ĩ2Ī
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Ⅳȅ৘ঔ̤͍͢ບث　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　༆ঞ１
ɔˍ๱࢘ضഎহၷْࠗۯၑ
本人の想い 医療者としての想い・実施
12İ1Ĺ
（妊娠29Ÿ）
検査の結果ɨळ༾診：クラスԉ、ழ૕診：Ｃ˥˯、ਆនζーカー：25
主治医より˥Ｃӱ：治療の方針やೱؐ切開の予೰について
1İ14
（妊娠33਩1日）
ɜ治療につ
いて
S）（治療をするかどうか）ྸっています。ࡉえ
ないΩχーのようなもの૞じたりしますかȉ…実
は、ࡉえないΩχーを送って、病気とかを治して
くれる人がいるんです。今も実षΩχーを送っ
てもらっています。20年もその人を૞じてて…
でも୶生（主治医）はとっても良い人で、赤ち͝
んもজも੩けようとしてくれているので、本当に
ྸっています。
Ő）自ட療法を受け入れてもらえるか、ະ安な様
子で上記༕をდされる。
ł）自らの病気についてや治療のຈ要性はၑٜし
ているも、長年૞じてきたྦྷ間療法をབむ気持ち
もあり、本人の中でもྸっている様子。病気を治
すためには医学的な治療がຈ要。しかし自ட療法
を૞じることが、本人のୈ神的な঑えともなり、
本人の気持ちを๛೰すると૞ှ関߸も༲れるخ能
性がある。
ő）自ட療法を๛೰せず、本人の気持ちを߹ಶし
ながらも、治療のຈ要性を再度ഥえていくຈ要が
ある。
1İ14
（妊娠33਩1日）
ɜ்産につ
いて
S）36਩まで持たせたい気持ちは消えないと思う
けど、34਩で産むことはࠨめました。
今１๔ະ安なことは、்産で生まれることで赤
ち͝んが病気にかかりやすくなってしまうことで
す。ോにはુಛの઀児科の୶生がいないから、も
しةかあったときに、ర໓で஑も๲行機も੄なく
て赤ち͝んにةかあったら…赤ち͝んにはऻはな
いし。
悪いのはজで、赤ち͝んはةにも悪くないのに、
்産で産んでしまうことが本当に૭し࿫ない。
Ő）႐をၠされながら上記༕ࢊられる。
ł）்産になることについて自責の念があり、児
に対して૭し࿫なく思う気持ちがޑい。்産につ
いても自ら調͓、ၗോඅ有のඅಭもၑٜしており、
児が病気になったときなどのະ安も大きい。　
ő）்産になることは˫さんの責任ではないため、
自分を責めないようഥえ、赤ち͝んとお母さんが
どちらにとっても最良の時期・方法でࠨめていく
ことが大切なことをഥえる。
1İ14
（妊娠32਩6日）
ɜ夫の気持
ちについて
S）夫には、気持ちは言えています。ྦྷ間療法で
やりたい気持ちも言ってて、夫は治療をしてって
言っているけど、জは言っても໳かないってわ
かっているから、あまりޑくは言わない。
Ő）実ၰ親も他界し߻೵ともம׿でありキーΩー
Εϋは夫のみ。
ł）夫に対して自分の正ೄな気持ちをഥえること
ができており関߸は良ࢡ。夫の本当の気持ちを໳
くຈ要があるも、˫さんは自分のいないところで
やりとりされるのを࠹がる。
ő）˫さんを通して夫の気持ちを໳いた方がよさ
そう。
1İ20（34਩） ೱؐ切開施施行　児はŏICŖへ
産後 産後の経過は良ࢡで、病気に対する自発的な発言なし。਎඿などを܎ಫっている。
1İ2Ĺ
（産後˔日目）
ŎœI：子宮ࠛ部に4į3ŤŮのਆរあり　ْ௨上Ԇ ţ期　　
΋ルε診：ԅ ţ２期
1İ2Ĺ
（産後˔日目）
主治医より ICӲ：病状はかわらず治療がຈ要
～カルΞより～
Ő）IC中は感ૂ失޺あり。病室に࿗ってもカーΞ
ϋを閉め切ってდをしようとしなかった。
ł）IC後ショックを受けている。入院中も自ட療
法の୶生からΩχーを送ってもらっており、その
効果でઁし病状はࠚ١していたと感じているȉ
1İ29
（産後˕日目）
S）すごくショックです。ゆっくりდをするのは
また今度にしてください。
Ő）႐を຾か͓ながらდされている。
ł）気持ちもई၄している様子。
ő）本人からდしかけてきたときに໳こう。今後
の方針についてスタッフとのカϋフ͹。
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2İ1
（産後11日目）
「დをきいてもらえますかȉ」と本人より୊ڥけ
S）୶生からは、す̪にでも治療をした方が良い
といわれました。大学病院はいつでもતٚするっ
て言っていました。でも、まだどうするかはࠨめ
ていません。ప院してから、１度ോにܦって、夫
とდすつもりでいます。今は਎඿でいっ͋いいっ
͋いで、ゆっくりდせていないし。ྦྷ間療法の୶
生にも໳いてみてからࠨめるつもりです。
Ő）…感ૂ失޺はなく、はっきりとした口調ではな
される。また、治療・入院について໳かれること
が本人の໅౜になっている様子とのૂ報あり。
ł）治療についてはまだྸっている発言あるも、
ྦྷ間療法にすると気持ちはࡥまっている֣象。਎
඿などでནしい中、自分の病気や治療についても
考えることでई၄している様子もあり、治療・入
院について໳かれることが本人の໅౜になってい
る。
ő）…気持ちを整ၑできるようდを߹ಶ。また、本
人に໳くのは主治医や౜当のみとし、ૂ報共有は
スタッフ間で行うよう産科スタッフやŏICŖへ୊
かけ。
2İ3
（産後13日目）
主治医より ICӳ：再度治療方針について
S）ྸってます。
Ő）႐を຾か͓ながら、୶生のდを໳き、ικを
৾っている。
ł）ई၄はみられるも、ικを৾り病気について
受け入れている。
ő）本人の気持ちを໳くも、再度治療のຈ要性を
୰明。
2İ4
（産後14日目）
S）治療がຈ要なのはわかっている。ྵをலྎに
しているわけではないし、子供をࡉるたびに長生
きしたいと思っている。でもやっ͋りྦྷ間療法の
୶生を૞じたい。そして子供が઀さいときこそཌྷ
で子育てもしたい。
Ő）႐を຾か͓ながらஶえあり。
ł）ྸいあるも、治療の意思なし。母親として、
育児を࿹୶したいという気持ちもますますޑく
なっている。
ő）߹ಶ。主治医と௖౴し、治療をしないのであ
れ͊ప院の方向となる。地域連携室を通して、ਯ
んでいるところの保࠲師へ連၁。২会資源のૂ報
提供や΍εートջှをする。
2İĹ
（産後1Ĺ日目）
S）後٣はありません。
おଲდになりました　とઢ܏みられる。
ł）本人の中では、今のところ治療は行わず、ോ
にܦることでොංしている。病気を治すためには
治療がຈ要であるため、このまま治療をしてほし
いが、本人の気持ちも大切。
ő）本人の気持ちを尊重。産後１か月検診はോで
受けることとなる。がん࠲診の予࿩を৾るよう୊
ڥけするもݵ๛され、本人のܛབ時に受診という
形となる。
3İ27 状況を˰ˡ˨確認
S）੄ࠬもなくて体調も変わりありません。
࠲診は฼年とか１年後で考えていて、今のところ
は検診を受けるつもりはありません。
ł）症状が࡛れた時には手ಁれであることを再度
୰明するも、ොංされず。
ő）数か月後に˰ˡ˨連၁とする。
Ⱥ評価Ȼ
　本人の気持ちに合わせながら、気持ちの整ၑができるようにდを߹ಶしたり、看護師として治療のຈ要性は
ഥえ続けてきた。また、主治医とのカϋフ͹τϋスやスタッフとの事例検討、ŏICŖとのૂ報共有などもしな
がら関わっていった。主治医から୰明を受けたあとなど治療をྸう発言もみられたが、自ட療法を૞じるとい
う気持ちは変わらず治療をݵ๛されప院となった。また、ప院後も受診はされず、Ĥ1の目ດはో成できなかっ
た。
